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現在各国が表明している2030年の削減目標では、平均気温
の上昇は、気候変動による深刻な影響が広がるとされる
「1.5度」を超える可能性が高い。

「1.5度」に抑えるには、世界全体の温室効果ガスの排出量
を遅くとも2025年までに減少に転じたうえで、2030年に
2019年と比べて43％程度、2050年に84％程度まで大幅に
削減する必要がある。
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持続可能性が失われようとしている？

気候変動対策の黄色信号

文明の崩壊？

考えすぎでしょうか？？



文明の発展
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移住生活

定住社会

法(制度)

所有

予測可能性と
法的安定性

主体の誕生 生産力と
資産の増殖 人口の増加

科学の発展 莫大な
エネルギー

様々な制度を
発展

グローバル化 国際協調

人権概念 個の尊厳

知らない人
同士が
共同体を
形成する



制度の行く末
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安心安全便利快適を
実現する制度

制度(金銭)を介さないでは
人を頼れない世界 制度への過剰な依存

人を頼らないと生きられない世界

人を頼らなくて済む世界



コミュニケーションの変化
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1960年代：団地化

1980年代：コンビニ化

2000年：インターネット化

2020年代：？？

地域の空洞化

家族の空洞化

不信ベースの
コミュニケーション

コミュニケーション
の希薄化・貧困化

個人で完結する
生活

安心安全
便利快適



弁護士として感じる変化
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契約書なき合意が困難

正しいこと、事実の認知が困難

正/邪の枠組みから逃れられない

コミュニケーションにより
問題を解決する力が

奪われている



俗
世
で
生
き
る
「
六
道
の
認
識
」

■
地
獄
怒
り
で
自
分
が
見
え
な
い
状
態

•

「
出
来
事
の
違
い
」
や
「
問
題
・
欠
落
・
苦
し
み
」
を
見
に
行
く

•

物
事
を
防
衛
的
・
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
解
釈
す
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•

自
分
を
責
め
続
け
る

■
餓
鬼

•

常
に
「
欠
乏
感
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焦
燥
感
」
に
基
づ
い
て
行
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す
る

•

「
結
果
や
物
欲
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に
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面
や
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が
振
り
回
さ
れ
る

■
畜
生

•

ル
ー
ル
や
常
識
に
逃
げ
込
ん
で
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停
止

「
挑
戦
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い
毎
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被
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語
」
に
定
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す
る

•

オ
ー
ル
ウ
ィ
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で
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な
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能
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ま
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弱
肉
強
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」
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世
界
に
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す
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修
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主
張
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・
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」
で
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全
を
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す
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怒
り
」
に
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づ
い
て
行
動
す
る

•

「
他
責
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に
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い
を
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け
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■
人
間

•
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他
者
評
価
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右
さ
れ
る
「
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応
」
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生
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•
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間
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で
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む
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「
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病
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を
苦
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し
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生
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る
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死
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」
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か
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す
る

■
天
道
有
頂
天
で
自
分
が
見
え
な
い
状
態

•

分
か
っ
た
つ
も
り
に
な
る

こ
れ
で
い
い
や
と
慢
心
す
る

•

「
地
位
や
名
誉
と
い
っ
た
世
間
評
価
」
や
「
自
分
本
位
の
解
釈
」

を
指
針
に
す
る

＊
六
道
を
認
識
し
自
分
を
俯
瞰
し
自
覚
す
る
こ
と
で
人
生
を
掌
握
で
き
る

感情の劣化



文明の発展が生きづらさを生む
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われわれ意識の喪失

感情の劣化

制度への過剰依存

人間の疎外
＝人生の主役を奪われる

生きづらさ

六道による支配



経

■
「
菩
薩
」

・
マ
イ
ナ
ス
や
批
判
の
声
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
状
態

・
あ
ら
ゆ
る
人
に
プ
ラ
ス
に
な
る
働
き
が
け
が
で
き
る

・
想
定
外
に
期
待
し
想
定
外
を
歓
迎
で
き
る

・
自
分
の
幸
せ
と
他
者
の
幸
せ
を
重
ね
て
行
動
が
で
き
る
人

怒
り
・
落
ち
込
み
・
慢
心
の
無
い
世
界

菩
薩
の
修
行
を
重
ね

社
会
で
実
践
す
る
こ
と
で

「
成
仏
」
で
き
る

南無

妙法

蓮華

お釈迦さまを信じ

社会の中で
実践して生きる

降りてくるご縁に
想いを馳せご縁を活かして

汚れの無い華を咲かせ

お釈迦さまは
私達が幸せにイキイキと生きるために
智慧と慈悲の光で見守っていらっしゃる

大前提



生きづらさからの脱却
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生きづらさは、文明の発展の結果である

幸福感が労働生産性を向上させる

闘うべきは、憎い相手ではなく、
「生きづらさ」を生む制度への過剰依存である



今私たちがやるべきこと
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制度への過剰な依存を排して

共同体の再生を図るために

われわれ意識を取り戻し

知恵を持ち寄る ダイアログ

コモンセンス

ネットワーク

共同体自治



なぜ共同体自治か
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国連を動かすことはできなくても

地域のエネルギーを考えることはできる

ウクライナの戦争は解決はできなくても

地域・会社・家庭・学校の平和は実現できる

その積み重ねが
世界平和を実現し、気候変動を解決する



山梨の可能性
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人的資源

地域資源 天然資源

地域のために活動して
いる人がまだいる！

人と人とのつながりがま
だある！ 身近な自然がまだある！

山梨にはまだ可能性がある







年度 テーマ 実現目標 キーワード

２０２２年 繋がる 県内団体個人の連携 ネットワーク

２０２３年 感じる 対話文化の浸透 ダイアログと
ファシリテーション

２０２４年 動く 地域の共同体自治 コモンセンス
われわれ意識



対話会を通じた県内のネットワークづくり

2022年度やりたいこと
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「きょういく」＝地域の未来をテーマに
様々な人々が集い、知恵を出し合う場

郷育フォーラム

5月 8月

10月23日
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誰もが「私」の人生の主役のはずだから


